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豊川市新しい夏の市民まつり 第 2回実行委員会 議事録 

１ 件 名 豊川市新しい夏の市民まつり第 2回実行委員会 

２ 日 時 令和５年 7月１0日（月）午後２時 3０分～午後３時３０分 

３ 場 所 豊川市防災センター（１階）市民研修室＜豊川市役所本庁舎東側＞ 

４ 出席者 ３３名（大会長 1名・副大会長３名・実行委員長１名・副実行委員長２名・

委員１２名・監事２名・顧問２名・事務局１０名） 

大会長：１名 

竹本大会長 

副大会長：３名 

小野副大会長・今泉副大会長・真田副大会長 

実行委員長：１名 

笠原実行委員長 

副実行委員長：２名 

増田副実行委員長・長谷川副実行委員長 

委員：１２名 

石黒委員・伊藤委員代理（鳥山）・林委員・竹内委員代理（権田）・田中委員 

代理（田中）・中村委員・太田委員・柿野委員・大島委員・神谷委員・寺部 

委員・鈴木委員 

監事：２名 

木藤監事・川村監事 

顧問：２名 

杉浦顧問代理（中村）・岩瀬顧問 

事務局：１０名 

平賀・鈴木・小木曽・杉浦・木村・望月・加藤・竹内・安形・小原 
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受託者：３名 

（株）ドーマン・アイシー：粥川・林 

アスカプランニング：伊藤 

5 傍聴者 ９名 

6 欠席者 ５名（副大会長１名・委員１名・顧問１名・事務局２名） 

副大会長：１名 

與藤副大会長 

      委員：１名 

大場委員 

顧問：１名 

石川顧問 

事務局：２名 

若生・村上 

7 内容・特記事項 

◆大会長（豊川市長）あいさつ 

 ４年ぶりの夏のまつりの開催となる。市民のアンケートの結果からも市民は待ち望ん 

でいる。限られた予算の中ではあるが、良い企画になっていると思っている。来年以降 

の本格開催に向け、礎としていきたいと思っている。委員の皆さんには積極的な発言を 

お願い申し上げたい。 

 

◆実行委員長あいさつ 

 第１回の実行委員会以降、何度かの企画会議・打ち合せを行い、企画内容を固めた。

市長からの条件として、日程、実施場所など、厳しい条件の中で、陸上自衛隊や各諸団

体、様々な方にご協力いただき、落とし込んだ実行計画となっている。来年に対して期

待してほしいと思っている。ある意味、実験的にこのイベントでやらせていただく。 

昨今、各地でイベントも増え、にぎわいが戻ってきて世の中的にも喜んでいる。市民

の皆さんも楽しんでいただけると思うので、そのためにも安心・安全を担保して成功さ

せて、来年に繋げていきたい。オール豊川で盛り上げていきたいと思っているので、充

実した会議になるよう、よろしくお願いしたい。 
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◆議事（協議） 

（１）令和５年度市制施行８０周年記念事業（新しい夏の市民まつりプレイベント）の 

実施内容（案）について＜協議＞・・・資料：１ 

事務局（小木曽）：資料：１について説明。 

委員長：私から補足説明させていただく。 

打ち上げ花火の打ち上げ場所が当初の予定より東側に移動となったことで、打

ち上げ花火の本数を減らし、都市型安全花火や特殊効果など新しい光の演出と

パフォーマンスとのコラボレーションを実施予定。これが来年にむけての実験

になる。 

    また、昼間は炎天下となるため、水合戦を実施する。 

    8月の暑い時期、実施場所の規制がある中で、やれる限りの事を詰め込んだ。

グルメの串フェスも、４０店舗のブースが集まっていて、まとまってきている

状況である。 

委員：このような地域のお祭りを、地域の新たなコミュニティの場として、子どもたち 

と青年団を巻き込んで、事業としてやっていきたい。今回、子ども手筒花火の発

表会として時間をいただけることに感謝する。実際に、７月２９日に繩巻の体験

作業を地域の青年団と子どもたちとで実施していく予定だが、午前の部で５０

名・午後の部で３０名以上の申し込みがある状況。精一杯頑張っていきたいと思

っている。よろしくお願いしたい。 

委員：来場者向けのアンケートについては、質問項目が肝になるため、しっかり決めて 

欲しい。来年度は、諏訪の商店街の既存店とも連携を図るなど、積極的な取り組

みをお願いしたい。 

委員長：アンケートについては、今後、決めていくのでぜひご意見をお願いしたい。 

事務局（平賀）：諏訪商店街との連携については、今後、検討したい。 

今年度は、観光協会のＨＰに夏まつりのページを作成の予定。来年度

は、ＨＰ内で近隣のお店紹介もできればと思う。その際には、諏訪商

店街を積極的に載せていきたい。 

増田副実行委員長：ポスターができあがり次第、各所へ配布予定の為、掲示のご協力を 

よろしくお願いしたい。 

長谷川副実行委員長：打ち上げ花火の打ち上げ場所が変更となったが、来年も同じ場所 

からになるのか？ 

事務局（平賀）：打ち上げ花火は自衛隊の駐屯地内では、今年の場所が候補の一つであ 

る。特殊花火・都市型花火は今回初めてなので、検証の上、来年度に 

向けて検討していきたい。 

委員長：打ち上げ場所について、自衛隊からは、来年度も当初予定した場所に戻ること

は難しいと言われている。来年度、実施ができたとしても今年の位置となる。 

小野副大会長：中に入るお客様以外の人たちなど、人流の制限はどこまでするのか？ 

事務局（小木曽）：道路の交通規制について警察から指示があったのは、車から花火を 

         見ると渋滞になるので、交通規制をするという事である。自転車・ 



4 

 

歩行者については、迂回が非常に遠回りとなる場所なので、今回は 

規制対象とはしていない。自衛隊駐屯地の近くで打ち上げ花火を見 

ようとする人が集まってしまうようであれば、警備スタッフから声 

かけをし、人が車道・歩道上で観覧したり、滞留することがないよ 

うにして欲しいと言われていることから、これらに配慮した警備ス 

タッフを配置する。 

また、陸上競技場内では芝生スタンド及び管理棟２階のスタンドイ 

ス席を無料開放する。 

今泉副大会長：いろいろな企画が盛りだくさん含まれている印象である。水合戦は５才 

以上対象との事だが、子どもたちは保護者同伴で参加するのか、単独で 

参加するのか？また時間はどれ程で、楽しめるのか？ 

受託者（林）：水合戦の過去の実績をみると、8：2で子どもの参加が多い状況。 

年齢の低い子どもは親子で参加、小学生はグループで参加のイメージで 

ある。事前の予約は年齢別の募集ではなく、１部・２部と時間ごとに分 

けて募集をする。１回の合戦でかかる時間は、約２５分である。 

また、合戦に参加しない幼児向けとして、水鉄砲（あそび）エリア等、

自由に遊んでいただけるエリアも設ける。 

真田副大会長：市民まつりということで、地元の人たちも巻き込んで行ってほしい。 

地域通貨なども発行し、イベントや商店街でも使用できるような仕組み

ができれば地元商店街の活性化にも繋がると思うので、来年への検討材

料としていただければと思う。 

事務局（平賀）：今年はそこまでの準備はできなかったが、来年へ向けて検討していき 

        たい。 

委員長：実施内容について、原案のとおり賛成いただける方は拍手をお願いしたい。 

出席者：拍手多数 

委員長：原案どおり、可決する。  

 

（2）今後のスケジュール等について＜協議＞・・・資料：２ 

事務局（加藤）：資料：2について説明。 

        実行委員会の関係者には、２階スタンド関係者席のご案内を文書にて 

送付させていただくので、返送をよろしくお願いしたい。 

        また、第３回実行委員会を令和5年１１月１３日（月）午後２時から 

開催させていただくので、ご予定をよろしくお願いしたい。 

委員長：まつり延期の場合の決定は当日何時か。 

事務局（加藤）：遅くても当日の１０時までには決定をする予定。 

 

◆その他 

司会（鈴木）：その他、皆様方よりご意見・ご質問等はあるか。 

出席者：意見なし 
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司会（鈴木）：ご意見・ご質問等があれば事務局までお願いしたい。 


